
シンポジュウム＆グループ討論

社会人のアドバイスをもとに「自分自身が望む企業
は？」「企業が求める人材は？」を照らし合わす機会
です。
日時：2014年6月21日（土） 13：00～17：00
場所：東京工業大学本館1階113講義室
（服装：スーツ禁止
参加費：無料
親睦会費：500円

UCEENET SCHOOL OF INDUSTRY 2014
「就活研究：企業をのぞいてみよう～企業と学生のミスマッチをなくす～」

プログラム

13:00 開会のあいさつ
13:05 趣旨説明
13:10 企業の方、スタッフ紹介
13:30 全体の流れプログラム説明
13:35 企業の方々のプレゼン
「社会人の今を知る～どんな成長してきましたか？」

・鳥居薬品株式会社 加藤 健人 氏
・DIC株式会社 工藤 伸一 氏
・日本たばこ産業株式会社 伊藤 達也 氏

14:20 休憩
14:35 グループ討論

「なりたい自分とそれに必要なもの」
16:00 休憩
16:15 発表
16:45 アンケート、写真
16:50 終わりの挨拶
17:00-19:00 親睦会（食堂へ移動）



始まり＆開会の挨拶

企業の方紹介＆プログラムの流れ説明



シンポジュウム
「社会人の今を知る～どんな成長をしてきましたか？」

鳥居薬品株式会社 加藤健人氏

DIC株式会社 工藤伸一氏

日本たばこ産業株式会社 伊藤達也氏



グループ討論
「なりたい自分とそれに必要なもの」

グループA

グループB

グループC



グループD

グループＥ

発表

グループＡ



グループＢ

グループＣ

グループＤ



グループＥ

感想

・USIの企画に参加するのは初めてでしたが、非常に密度の濃いぜいたくな
時間を過ごすことが出来ました。企業の皆様も学生も、お互い興味を持って
いるにもかかわらず、あまりざっくばらんに話す機会がないことに歯がゆい
思いをしていたことがわかりました。今回のシンポジウムを通して新たに縦
にも横にもつながりが生まれ、さらに悩みを共有し課題を克服していく過程
は何事にも代えがたい経験となりました。 今後はより多くの異なる分野
の人と連携し、お互いの強みや弱みを知ったうえで切磋琢磨しあえる会にな
ればさらに素晴らしくなると思いました。

・シンポジウム、グループディスカッション、懇親会と、非常に濃密な時間
を過ごすことができました。その中でも、グループディスカッションでは、
企業の方から、自分の考えていることにアドバイスをいただけたり、体験談
を教えていただけたりと、大変有意義な時間を過ごすことができました。特
に、「なりたい自分」が明確でなかった自分にとって、仕事を通してなりた
い自分を探していけばよい、というようなアドバイスをいただけたのは、と
ても参考になりました。今回のUSIを通して、仕事をするとはどういうこと
なのか、自分はどのように仕事をしたいのか、などといったことをしっかり
考えることができ、非常によい経験になりました。

・今回USIのシンポジウム及びグループ討論に参加し、企業の方の意見や、
他の学生の考えを聞くことで、今回の討論のテーマである「なりたい自分と
それに必要なもの」を達成するために行うべきことが、以前より明確になり
ました。ディスカッションで分かったことは、僕も含めたみんなが、具体的
に将来なりたい自分と、それに必要なことを考えたことがなく、改めて考え
てみると、自分がおかれた環境によって自分の目標、つまりなりたい自分は
変化していくという考えになり、積極的に周囲の人やものに関わって、様々
な考えを取り入れてより良い目標を考えていくことが大切という結論になり
ました。企業の方の意見も非常に参考になり、参加してよかったです。



記念写真



UCEENET School of Industry に関するアンケート 

下記、無記名アンケートにご協力下さい。集計結果は、UCEE ネット“ホームページ”と Facebook に公開す

るとともに、今後の企画立案に役立たせて頂きます。選択質問に関しては該当番号をチェック下さい。 

（2014.6.21） 

（１） 今回のシンポジウムはどのようにして知りましたか？（複数回答可） 

 

（２） この時期の開催は適切でしたか？ 

 

①と③に回答した方に質問です。 

何月頃が適切だと思いますか？  ５月                    



（３）案内の仕方は適切でしたか？ 

50%

17%

33%

① 適切

② どちらともいえない

③ わかりにくい

           

 （４）シンポジウム全体はいかがでしたか？ 

92%

8%

① 非常に良かった

② どちらかというと良

かった

③ どちらかというと良

くはなかった

全く良くなかった

       

（５）シンポジウム全体の長さはどうでしたか？ 

    

92%

8% ① 長すぎる

② 適切

③ 短すぎる

 



（６）学生同士によるディスカッションはいかがでしたか？ 

     

83%

17%

① 非常に良かった

② どちらかというと

良かった

③ どちらかというと

良くはなかった

④ 全く良くなかった

 

（７）今回の UCEENET School of Industry プログラムに協力下さっているエステック、DIC、ＪＦＥス

チール、デジタルアーツ、千代田化工建設、鳥居薬品、日本たばこ産業、三菱化学、三菱鉛筆以外で、

今後どのような民間企業（あるいは研究機関で活躍している先輩を訪問したいですか？（複数回答可） 

   ★東京ガス    ★自動車業界   ★食品   ★飲料  ★旭化成  ★東レ      

 ★住友化学    ★カネカ     ★JAXA   ★サントリー  ★東洋エンジニアリング 

   ★日揮      ★信越化学工業   ★石油・エネルギー業界 

（８）今日のシンポジウムを終えて、次回以降に企画されている企業訪問・報告会に参加したくなりました

か？ 

      

50%50%

①非常に参加したい

②出来れば参加したい

③どちらともいえない

④参加しない

 



９）多くの学生に参加してもらうにはどのような告知が良いと思いますか？ 

具体的にお書き下さい。 

   ★張り紙による告知    ★生徒間の紹介     ★学科掲示板 

   ★掲示板         ★SNS        

   ★大学のホームページに載せるのが良いと思います。 

   ★学生間で人の呼び込みをする。 

   ★すずかけ台の学食やトイレに告知を行うといいと思います。 

    私は友達に教えてもらうまで全く知らなかったので。  

   ★友達を誘う。友達づてで誘う。 

    「沢山の友達を誘ってください」って言って芋づる式にとる。 

   

（10）ご感想やご意見・ご希望がありましたら、ご自由にお書きください。 

   ★勉強になった。色々な企業の方と直接話せてよかった。 

   ★ミスマッチがあった例などがあれば教えて頂きたいです。 

   ★社会人の方から具体的な職場のイメージを説明してくれれば、よりよくなるのでしょう。 

   ★分野にこだわりすぎていたので刺激になりました。 

   ★楽しかったです。 



2014 年度 UCEENET School of Industry(USI)に関する 

企業参加者へのアンケート 

本日は、USI シンポジュウムへのご参加有難うございました。下記アンケートにご協力お願いし

ます。回答を統計処理し、お渡しするとともに、今後の企画立案に約立たせていただきます。選

択質問に関しては、該当番号をチェックして下さい（2014.6.21） 

 今回のシンポジュウムについて、この時期の開催は適切でしたか？ 

  

 

 今回のシンポジュウム全体的にいかがでしたか？ 

  

 



 シンポジュウムの全体の長さはどうでしたか？ 

                                            

 グループディスカッションはいかがでしたか？ 

   

 グループディスカッションの長さはどうでしたか？ 

     

 



 シンポジュウム後の 7～9 月に学生が御社を訪問し社員と交流する機会をお願いする予定

です。今回のシンポジュウム参加は、企業訪問プログラムに参加する学生を知る上で有益

でしたか？ 

      

 ご感想やご意見・ご希望がありましたらご自由にお書きください 

★グループディスカッションでたくさんの意見が出てこちらも勉強になりました。 

★学生の皆さんの積極的な姿勢が印象深く感じた。また学生の皆さんの正直な 

    意見が聞けました。 

   ★皆様（学生）とのディスカッション含めた交流を通じてとても楽しく参加させて 

    頂きました。本当に有難うございました。 

   ★参加した学生が、積極的に意見を述べていたのが印象的でした。参加する人数を、どう

したら増やせるかが課題。企業の方には、適切なアドバイスをして頂いた。 

   ★初めての参加の為、グループディスカッションの進め方に戸惑いもありましたが、 

    有意義であったと思います。有難うございます。 

★事務局の皆さんご苦労様でした。とても素晴らしい会でした。            


